






l)人間福祉学部児童学科の設置理念

元来児童の問題は広く人間全体の問題関心のコンテキストにおいて捉える必要があり、 それ故そ

れは深く人間学的基礎において取り組まれるべき課題である。 本学は人間福祉学部の中に児童学科

を設置し、これらの問題と学術的、教育的に取組み、将来の社会の担い手として社会の希望としての

児童の育成に広く貢献すべきと考える。 この目的のため、 本法人の伝統的遺産であるキリスト教的

人間理解、 児童観、 ならびに家庭観を生かしつつ、併せて新しい児童の研究を発展させ、その関連で

幼児教育者の養成を新しく展開してい＜ことは、 日本社会における本法人の教育的学術的使命であ

る。

本学科はキリスト教による児童理解の確立を目指す。 キリスト教教育論、 キリスト教幼児教育特

講などによって、児童の人間形成における宗教の意義について考え、キリスト教の人間観、児童観を

とおして、 人間形成の本質を見みきわめる力をつけさせる。また児童を、その生活と文化、 成長と発

達、教育および福祉などの視野から総合的に研究し、新しい総合的児童研究の確立を図る。そのため

に、 児童文化系統、心理学系統、 関連系統を設ける。また生涯の専門職としての幼児教育者の育成の

ため、特に音楽教育に力点を懺く。

2)こども心理学科の設置理念

現代において、心身の問題、また発達障害などの課題を抱えているこどもたちがいる。 本学では日

本社会の明日を担う時代のこどもたちの精神的課題の突破口に光を当てるためには、 専門的に心理

学の課題と取り組まなければならないことを自覚するに至った。そこで、 十分な専門的基礎の上に

立ってこの現代的課題と取り組む学科を設立することとした。

また近年発生した大災害に起因した短期および長期にわたる心理学的課題を負うこどもたちをは

じめ、 心身ともに多様な困難さの中にあるこどもたちに対する心理学的ケア• サポートを実践する

機会を提供し、 その体験を通して共感性を持った社会的貞献のできる人材を育成する必要も、 これ

からの課題だと考える。

本学科では、心理学の専門知識や技能に基づき、こどもの発達を心と身体とそれを取り巻く環境・

文化という3つの側面から学ぶ。 こどもを幼児や児童に限定せず、 個体発生から青年期に至る期間

を
“

こども期"と捉え、 この広範な
“

こども期にある人々の心身のケア・サポートを提供する上で不

可欠な、心理学各分野の基礎的な知識や技能と、健康の維持増進に関する基礎的知識、多様で複雑な

事象を客観的に捉える科学的な態度を十分に習得できるよう計画する。

スピリチュアルなものに目を向け、 他者に共感し寄り添うことができる人材の育成を目指す。ま

た、 こどもの人格・人権を十分に尊重することができるゆるぎない価値観と深い人間理解の基盤を

形成し、各々、その価値観に基づいて社会貢献ができる有為な人材の育成を目指す。

3)人間福祉学科の設置理念

福祉は人間の根本欲求であり、 人権の内容を規定すると同時に、 社会の性格をも規定する。それは
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